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	■6.講演「短期の節電から中長期の豊かな低炭素社会に向けて」
	松橋　隆治　氏（JST　低炭素社会戦略センター研究統括）
	（1）今夏の「停電予防連絡ネットワーク」について
	（2）東日本大震災の影響を考慮した2030年のエネルギーシナリオについて
	（3）「豊かな低炭素社会の創成」に向けたLCSの今後の展開について

